
  国際バカロレア選抜 

 

 

 

1 国際バカロレア選抜 実施する学部（学科・課程等），募集人員及び出願資格等 

 

実施学部(学科・課程等) 募集人員 出 願 資 格 

人 

文 

社 

会 

科 

学 

部 

人
文
社
会
科
学
科 

 

国際社会コース 若干名 

 

次の各号の要件（１）～（3）のすべてに該当する者 

（１）スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から国際バ

カロレア資格証書（IB フルディプロマ）を 2021 年 4 月から 2024 年３月までに

授与される（見込を含む）者で，2024 年 3 月 31 日までに 18 歳に達する者 

 

（２）国際バカロレア資格の取得において，次の①～②に該当する者 

①言語 A（母語）を日本語により Higher Level（以下「HL」という）で履修し

成績評価が４以上の者，又は言語 B（外国語）について「日本語」を HL で

履修し成績評価が６以上の者，あるいは SL で履修し成績評価が７の者 

②グループ 3「個人と社会」から１科目を，HL 又は SL で履修し，

成績評価が４以上の者 

 

（３）合格した場合は，入学することを確約できる者 
 

教 
育 
学 

部 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

教育科学コース・ 
教科教育コース 

（注）・ 
特別支援教育 
コース 

若干名 

 

次の各号の要件（１）～（3）のすべてに該当する者 

（１）スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から国際バ

カロレア資格証書（IB フルディプロマ）を 2024 年３月までに授与される（見込

を含む）者で，2024 年 3 月 31 日までに 18 歳に達する者 

（２）国際バカロレア資格の取得において，次の①～②に該当する者 

①言語 A（母語）を日本語により Higher Level（以下「HL」という）又は

Standard Level（以下「SL」という）で履修し成績評価が４以上の者，又は言

語 B（外国語）について「日本語」を HL で履修し成績評価が６以上の者 

②グループ 3「個人と社会」，グループ 4「理科」，グループ 5「数

学」グループ 6「芸術」の中からいずれか 1 科目を HL で履修し成績

評価が 4以上の者 

（３）合格した場合は，入学することを確約できる者 

 

学
校
教
育
教
員
養
成
課
程 

科学技術教育 
コース 

若干名 

 

次の各号の要件（１）～（3）のすべてに該当する者 

（１）スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から国際バ

カロレア資格証書（IB フルディプロマ）を 2024 年３月までに授与される（見込

を含む）者で，2024 年 3 月 31 日までに 18 歳に達する者  

（２）国際バカロレア資格の取得において，次の①～②に該当する者 

①言語 A（母語）を日本語により Higher Level（以下「HL」という）又は

Standard Level（以下「SL」という）で履修し成績評価が４以上の者，又は言

語 B（外国語）について「日本語」を HL で履修し成績評価が６以上の者 

②グループ 4「理科」またはグループ 5「数学」の中からいずれか 1

科目を HL で履修し成績評価が 4以上の者 

（３）合格した場合は，入学することを確約できる者 
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国際バカロレア選抜 

理 

工 

学 

部

数学物理学科 若干名 

次の各号の要件（１）～（3）のすべてに該当する者 

（１）スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から国際バ

カロレア資格証書（IB フルディプロマ）を 2024 年３月までに授与される（見込

を含む）者で，2024 年 3 月 31 日までに 18 歳に達する者

（２）国際バカロレア資格の取得において，次の①～②に該当する者

①言語 A（母語）を日本語により Higher Level（以下「HL」という）又は

Standard Level（以下「SL」という）で履修し成績評価が４以上の者，又は言

語 B（外国語）について「日本語」を HL で履修し成績評価が６以上の者，

あるいは SL で履修し成績評価が７の者

②グループ 4「理科」から物理あるいは，グループ 5「数学」から数学：解

析とアプローチのうち少なくとも１科目を HL で履修している者

（３）合格した場合は，入学することを確約できる者

生物科学科 若干名 

次の各号の要件（１）～（3）のすべてに該当する者 

（１）スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から国際バ

カロレア資格証書（IB フルディプロマ）を 2024 年３月までに授与される（見込

を含む）者で，2024 年 3 月 31 日までに 18 歳に達する者

（２）国際バカロレア資格の取得において，次の①～②に該当する者

①言語 A（母語）を日本語により Higher Level（以下「HL」という）又は

Standard Level（以下「SL」という）で履修し成績評価が４以上の者，又は言

語 B（外国語）について「日本語」を HL で履修し成績評価が６以上の者，

あるいは SL で履修し成績評価が７の者

②グループ 4「理科」から化学，生物の２科目を履修し，うち１科目は

HL で履修している者

（３）合格した場合は，入学することを確約できる者

医 

学 

部

医学科 若干名 

次の各号の要件（１）～（3）のすべてに該当する者 

（１）スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から国際バ

カロレア資格証書（IB フルディプロマ）を 2024 年３月までに授与される（見込

を含む）者で，2024 年 3 月 31 日までに 18 歳に達する者

（２）国際バカロレア資格の取得において，次の①～③に該当する者

①言語 A（母語）を日本語により Higher Level（以下「HL」という）又は

Standard Level（以下「SL」という）で履修し成績評価が４以上の者，又は言

語 B（外国語）について「日本語」を HL で履修し成績評価が６以上の者，

あるいは SL で履修し成績評価が７の者

②IB フルディプロマのスコア（45 点満点）が 36 点以上の条件を満たして

いること。

③グループ 4「理科」のうち物理，化学，生物から２科目（うち１科目は HL）

で履修しており，かつグループ 5「数学」のいずれかの科目を HL 又は SL

で履修している者。

（３）合格した場合は，入学することを確約できる者
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国際バカロレア選抜 

農
林
海
洋
科
学
部

農林資源科学科 

フィールド科学コース
若干名 

次の各号の要件（１）～（3）のすべてに該当する者 

（１）スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から国際バ

カロレア資格証書（IB フルディプロマ）を 2024 年３月までに授与される（見込

を含む）者で，2024 年 3 月 31 日までに 18 歳に達する者

（２）国際バカロレア資格の取得において，次の①～②に該当する者

①言語 A（母語）を日本語により Higher Level（以下「HL」という）又は

Standard Level（以下「SL」という）で履修し成績評価が４以上の者，又は言

語 B（外国語）について「日本語」を HL で履修し成績評価が６以上の者，

あるいは SL で履修し成績評価が７の者

②，グループ 4「理科」のうち化学，物理，生物のいずれか，もし

くはグループ 5「数学」から 1科目を HL 又は SL で履修している者

（３）合格した場合は，入学することを確約できる者

海洋資源科学科 

海洋生物生産学コース 
若干名 

次の各号の要件（１）～（3）のすべてに該当する者 

（１）スイス民法典に基づく財団法人である国際バカロレア事務局から国際バ

カロレア資格証書（IB フルディプロマ）を 2024 年３月までに授与される（見込

を含む）者で，2024 年 3 月 31 日までに 18 歳に達する者

（２）国際バカロレア資格の取得において，次の①～②に該当する者

①言語 A（母語）を日本語により Higher Level（以下「HL」という）又は

Standard Level（以下「SL」という）で履修し成績評価が４以上の者，又は言

語 B（外国語）について「日本語」を HL で履修し成績評価が６以上の者，

あるいは SL で履修し成績評価が７の者

②グループ 4「理科」のうち生物，化学，物理から 1 科目を SL 又は HL

で履修している者

（３）合格した場合は，入学することを確約できる者

（注） 教科教育コースは募集枠の名称であり，2 年次から「国語教育・社会科教育・数学教育・理科教育・英語
教育・技術教育・家庭科教育・音楽教育・美術教育・保健体育教育の各コース」のいずれかに分属されます。 
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国際バカロレア選抜 

2 選抜方法等 

選抜は，各学部・学科・コース等の選抜方法により判定を行います。 

選抜方法 

実施学部(学科・課程等) 出願要件の履修科目 

人
文
社
会

科
学
部

人文社会科学科 

国際社会コース 

書類審査（100 点）（注 1）及び面接（100 点）を行い，総

合的に判定します。面接は日本語で行います。 

教
育
学
部

学校教育教員養成課程 
教育科学コース・ 
教科教育コース・ 
特別支援教育コース 

書類審査（50 点）（注 1）及び面接（50 点）を行い，総合

的に判定します。面接は日本語で行います。 

学校教育教員養成課程 
科学技術教育コース 

書類審査（50 点）（注 1）及び面接（50 点）を行い，総合

的に判定します。面接は日本語で行います。 

理
工
学
部

数学物理学科 書類審査（100 点）（注 2）を行い判定します。 

生物科学科 

書類審査（100 点）（注 1）及び口頭試問を含む面接（200

点）を行い，総合的に判定します。口頭試問を含む面接は

日本語で行います。 

医
学
部

医学科 
書類審査（200 点）（注 1）及び面接（200 点）を行い，総

合的に判定します。面接は日本語で行います。 

農
林
海
洋
科
学
部

農林資源科学科 

フィールド科学コース

書類審査（100 点）（注 1）及び面接（100 点）を行い，総

合的に判定します。面接は日本語で行います。 

海洋資源科学科 

海洋生物生産学コース 

書類審査（200 点）（注 1）及び面接（100 点）を行い，総

合的に判定します。面接は日本語で行います。 

(注 1) 書類審査で使用する書類は，「志願理由書」「IB 最終試験 6 科目の成績評価証明書」「EE（課題論

文の写し）」「TOK（知の理論）の学習成果物」「CAS（創造性活動・奉仕）の概要」「TOEFL 等外部英語試験の

成績証明書」です。 

（注 2）書類審査で使用する書類は，「志願理由書」「IB 最終試験 6 科目の成績評価証明書」「EE（課題論

文の写し）」です。 
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国際バカロレア選抜

「アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）」及び

「入学者選抜方法と評価する能力」 

高知大学のアドミッション・ポリシーは，学部・学科（コース）ご

とに，「養成する人物像」，「求める学生像及び高等学校段階で

修得すべき内容・水準」及び「入学者選抜方法と評価する能力」

を示しています。 

なお，「入学者選抜方法と評価する能力」では，選抜ごとの

「選抜方法と評価する能力の対応表」を示します。表にある◎，

○は，当該能力の重要度又はそれを評価する比重・目安を示

しています（◎は必須・最重点項目，○は必要・重点項目）。な

お，◎，○は配点の内訳とは直接関係はありません。

また，「主体性・多様性・協働性」は，「主体性を持って多様な

人々と協働して学ぶ態度」を示します。 

なお，養成する人物像で記載されている「○○学」の具体

的な内容については，各学部のホームページ等を参照して

ください。

人文社会科学部 

■人文社会科学科

国際社会コース 

【養成する人物像】 

 国際社会コースは，「多様な視点を持って異文化・自文化を
理解し，グローバル化に対する批判的考察ができる人間，また
言語・文化・社会に関する専門的知識と外国語の運用能力を生
かして，グローバル社会の課題解決に貢献できる人間」を養成
します。  

【求める学生像及び高等学校段階で修得すべき内容・水準】 

知識・技能  
1. 多元的価値を学び，理解するのに必要な基礎的な素養，

すなわち高等学校卒業程度の教科学習（「外国語」を中心
とした教科）に関する知識があり理解している。

2. 十分な日本語力と高等学校卒業程度の外国語によるコミュ
ニケーションの技能を有する。

思考力・判断力・表現力 
1. 目的や場面に応じて適切な言語とメディアを選択し，学習

の成果などを発信する基礎的な力を有する。

主体性・多様性・協働性 
1. 言語・文化・社会の多様性を理解しつつ，多様な人々と協

働する能力を身につけている。
2. 世界の人々と積極的に関わり，地域社会に貢献する素養が

ある。

関心・意欲 
1. 世界における多様な言語・文化・社会の問題に強い関心を

持っている。
2. 世界の人々と積極的に関わり，地域社会に貢献する意欲が

ある。

【入学者選抜方法と評価する能力】 

選抜方法 

評価する能力 

知識・

技能 

思考力・

判断力・

表現力 

主体性・

多様性・

協働性 

関心・ 

意欲 

書類審査 ◎ ○ ○ ○ 

面接 ◎ ○ ◎ 

教育学部 

■学校教育教員養成課程

【養成する人物像】 

教育学部は，「幅広い教養と教育（保育）とりわけ学校教育に
関する総合的な理解を持ち，教育を深く探求して学校教育をめ
ぐる諸課題の解決に向け適切な方策を考えることができ，確か
な教育実践に必要な高い技能と豊かなコミュニケーション能力
を身につけ，教育（保育）という営みや教師（保育士）という仕事
に深い関心を持って主体的に探求し続けることができる人材」
を養成します。 

【求める学生像及び高等学校段階で修得すべき内容・水準】 

知識・技能 
1. 教育実践に必要とされる教養や教育（保育）に関する専門

的な知識を修得するために必要となる幅広い分野の基礎
知識として，高等学校卒業程度の各教科に関する知識・技
能を有する。

思考力・判断力・表現力 
1. 学習した内容を理解する能力を有する。
2. 論理的に思考する能力を有する。
3. 学習した内容を状況や課題に応じて活用したり応用したり

する能力を有する。
4. 学習した内容や自分の意見を他者に対して適切に表現す

る能力を有する。

主体性・多様性・協働性 
1. 主体的に課題を探求する態度を有する。
2. 課題について多様な考え方をする態度を有する。
3. さまざまな人々と協働して課題を解決する態度を有する。

関心・意欲 
1. 教育（保育）と教師（保育士）の仕事について強い関心を持

っている。
2. 教職への意欲を持っている。

【入学者選抜方法と評価する能力】 
教育科学・教科教育※・特別支援教育コース 

選抜方法 

評価する能力 

知識・

技能 

思考力・

判断力・

表現力 

主体性・

多様性・

協働性 

関心・ 

意欲 

書類審査 ◎ ◎ ○ 

面接 ○ ○ ◎ 

※教科教育コースは募集枠の名称であり，2年次から「国語

教育・社会科教育・数学教育・理科教育・英語教育・技術教

育・家庭科教育・音楽教育・美術教育・保健体育教育の各コ

ース」のいずれかに分属されます。

科学技術教育コース 

選抜方法 

評価する能力 

知識・

技能 

思考力・

判断力・

表現力 

主体性・

多様性・

協働性 

関心・ 

意欲 

書類審査 ◎ ◎ ○ 

面接 ○ ○ ◎ 
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国際バカロレア選抜

理工学部 

■数学物理学科

【養成する人物像】 

数学物理学科は, 「数学や物理学の専門的知識の修得を通
じて理学の発展・活用に寄与し，またグローバル化する社会の
中で自ら課題を発見し解決する能力を身に付けることで社会に
貢献できる人材」を養成します。 

【求める学生像及び高等学校段階で修得すべき内容・水準】 

知識・技能 
1. 高等学校卒業程度の教科学習に関する知識を有する。特

に, 専門的知識を習得するために必要な事項として, 数学
あるいは理科についての内容を十分に理解している。

思考力・判断力・表現力 
1. 筋道を立てて物事をとらえることができる。
2. 知識・技能を活用して自ら課題を見出し，その解決に向け

た探求心が旺盛である。
3. 自分が理解している事柄をわかりやすく説明することができ

る。

主体性・多様性・協働性 
1. 問題に対し, 自ら考えて解法を導くことができる。
2. 課題解決に向け, 多様な人々と協力する意志を持っている。

関心・意欲 
1. 数や図形, 自然の現象等に関連する数学的な事柄に関心

があり, 理解を深めたり課題を解決したりする意欲がある。
あるいは, 自然の現象や法則に関心があり, 実験等を通じ
て理解を深めたり課題を解決したりする意欲がある。

2. 基礎理学として数学又は物理学を学ぶ意欲がある。
3. 数学又は物理学を核として学びつつ，他の分野にも知見を

広める意欲がある。
4. 科学と社会のあり方, 科学と倫理のあり方について関心が

ある。

【入学者選抜方法と評価する能力】 

選抜方法 

評価する能力 

知識・

技能 

思考力・

判断力・

表現力 

主体性・

多様性・

協働性 

関心・ 

意欲 

書類審査 ◎ ○ ○ ○ 

■生物科学科

【養成する人物像】 

生物科学科は，「地球生態系から分子レベルの現象を扱う生
物科学（分類学，生態学，古生物学，比較生化学，細胞生物学，
生理学，分子進化学の諸分野）についての専門的な知識と野
外調査・室内実験の技術を修得し，生物及び生物圏の在り方を
さまざまな視点から理解し，生物多様性の保全や自然環境教
育などを通じて広く社会に貢献できる人材」を養成します。 

【求める学生像及び高等学校段階で修得すべき内容・水準】 

知識・技能 
1. 理学を修得するために必要となる数学・理科・英語の基礎

的事項に関して，高等学校卒業程度の知識を有する。
2. 生物科学の専門知識を修得するために必要となる幅広い

分野の基礎知識として，高等学校卒業程度の教科学習に
関する知識があり理解している。

思考力・判断力・表現力 
1. 知識・技能を活用して自ら課題を見出し，その解決に向け

た探求心が旺盛である。
2. 物事の考え方や判断基準を科学的・論理的にとらえること

が得意である。
3. 自分が理解している事柄をわかりやすく説明することができ

る。

4. 事実を客観的にとらえ，合理的な思考により判断できる。

主体性・多様性・協働性 
1. 科学に関する活動等で自然に親しみ，多様な人々と社会

の課題解決に取り組むことができる。
2. 実験や演習等に積極的に取り組むことができる。

関心・意欲 
1. 生物科学のさまざまな分野に興味・関心がある。
2. 自然法則や科学者・科学技術者の守るべき倫理，あるいは

応用的な科学を学ぶことに興味・関心がある。

【入学者選抜方法と評価する能力】 

選抜方法 

評価する能力 

知識・

技能 

思考力・

判断力・

表現力 

主体性・

多様性・

協働性 

関心・ 

意欲 

書類審査 ◎ ○ 

口頭試問を含む面接 ◎ ◎ ○ ○ 

医学部 

■医学科

【養成する人物像】 

医学科は，「良識のある社会人として行動する力」，「コミュニ
ケーション力」，「医学に関する幅広い知識と技能」，「地域の医
療へ貢献する力」及び「自ら真理の探求に取り組む力」を有す
る人材を養成します。 

【求める学生像及び高等学校段階で修得すべき内容・水準】 

知識・技能 
1. 医学知識を修得するために必要となる幅広い分野の基礎

知識として，高等学校卒業程度の教科学習に関する知識
があり理解している。

思考力・判断力・表現力 
1. 学習及び生活の中で自ら積極的に問題点をみつけ，解決

方法を探求することができる。
2. 科学的根拠に基づいて問題を分析的，批判的に考え，解

決することができる。
3. 自分の考えを口頭あるいは図や文章を用いて筋道を立て

て明確に表現することができる。

主体性・多様性・協働性 
1. 自発的で継続的な自己学習の習慣を身につけている。
2. 協調性や他者への深い思いやりがあり，周囲と良好なコミュ

ニケーションをとることができる。
3. 多様な背景を持つ他者の能力を認め，同じ目標に向かっ

て協働することができる。

関心・意欲 
1. 生命科学や医学･医療に対する強い関心・意欲を持ってい

る。
2. 高知県内の地域医療に従事する強い意欲がある。（一般選

抜［地域枠］，学校推薦型選抜Ⅱ，総合型選抜Ⅰ）
3. 社会的な善悪に対して正しく判断し，自分の発言や行動に

責任を持つことができる。

【入学者選抜方法と評価する能力】 

選抜方法 

評価する能力 

知識・

技能 

思考力・

判断力・

表現力 

主体性・

多様性・

協働性 

関心・ 

意欲 

書類審査 ◎ ◎ ○ ◎ 

面接 ◎ ○ ◎ 
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国際バカロレア選抜

農林海洋科学部 

■農林資源科学科

フィールド科学コース 
【養成する人物像】 

フィールド科学コースは，「農林業や環境保全を対象としたフ
ィールド科学に関連する専門的知識，技術及び研究能力を有
し，地域の課題を積極的に解決できる人材」を養成します。 

【求める学生像及び高等学校段階で修得すべき内容・水準】  

知識・技能 
1. 専門的知識の修得に必要となる，高等学校卒業程度の教

科学習に関する知識・技能を有する。

思考力・判断力・表現力 
1. 物事を客観的にとらえることができる。
2. 得られた知識及びデータに基づいて科学的・合理的思考

ができる。
3. 正しい日本語，英語や数式を使って，自らの思考を適切に

表現することができる。

主体性・多様性・協働性 
1. さまざまな人と意見交換ができる。
2. 主体的に学ぶことができる。
3. チームの一員として積極的に活動することができる。

関心・意欲 
1. 常識ある社会人として社会に貢献する熱意がある。
2. 地域の課題を率先的に学び，解決に導く意欲がある。
3. 専門分野の修得について強い関心と意欲を持っている。

【入学者選抜方法と評価する能力】 

選抜方法 

評価する能力 

知識・

技能 

思考力・

判断力・

表現力 

主体性・

多様性・

協働性 

関心・ 

意欲 

書類審査 ◎ ○ ○ ○ 

面接 ○ ◎ ◎ 

■海洋資源科学科
【養成する人物像】 

海洋資源科学科では，海洋生物生産，海底資源環境または
海洋生命科学に関する専門的知識に加え，海洋資源管理をめ
ぐる俯瞰力，問題分析能力，ならびに問題解決能力を有する人
材を養成します。 

【求める学生像及び高等学校段階で修得すべき内容・水準】 

知識・技能 
1. 専門的知識の修得に必要となる，高等学校卒業程度の教

科学習に関する知識・技能を有する。

思考力・判断力・表現力 
1. 「海洋資源」および「海洋資源管理」に関する諸問題や疑問

となることを理解し，解決策を探求するうえで必要となる論
理的思考力，読解力を有する。

2. 言語や数式を使って、自らの思考を適切に表現する基礎を
身につけている。

主体性・多様性・協働性 
1. 「海洋資源」および「海洋資源管理」に関心を持ち、地域社

会及び国際社会に役立つ研究・開発を行いたいと考えて
いる。

2. 本学の教育研究環境を最大限活用して，自ら主体的に学
び，成長しようという意志を持ち，多様な人々と協働しなが
ら学ぶことで知を深めていこうとする能動的な姿勢を持って
いる。

関心・意欲 
1． 専門分野の修得について強い関心と意欲を持っている。

海洋生物生産学コース 

【養成する人物像】 

海洋生物生産学コースは，「海洋生物資源の育成・管理・利
用に関する知識・技術を身につけ，“持続可能な海洋生物生産”
に関わる課題を科学的な観点・思考から理解・解決できる人材」
を養成します。 

【求める学生像及び高等学校段階で修得すべき内容・水準】 

知識・技能 
1. 海洋の生物生産に関する専門的な知識を修得するために

必要となる高等学校卒業程度の教科学習に関して知識が
あり理解している。

思考力・判断力・表現力 
1. 科学的・論理的な思考で物事を分析しながら，解決すべき

問題や方策を考えることができる。
2. 言語や数式を使って，自らの思考を論理的に表現する基

礎が身についている。

主体性・多様性・協働性 
1. 主体的に学ぶことができる。
2. 異分野を含む多様な人々と協働できる。

関心・意欲 
1. 「海洋生物資源」及び「海洋資源管理」に関心を持ち，海洋

生物資源の育成・管理・利用に関わることに取り組もうとする
意欲がある。

【入学者選抜方法と評価する能力】 

選抜方法 

評価する能力 

知識・

技能 

思考力・

判断力・

表現力 

主体性・

多様性・

協働性 

関心・ 

意欲 

書類審査 ◎ ◎ ○ ○ 

面接 ○ ◎ ○ 
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